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１．はじめに 

一般的にプレキャストコンクリートは現場打ちコンクリートに比べ耐久性が低くなる傾向にあり，塩害などの影

響を受けやすい．その対策として，高炉スラグ微粉末(以下，BFS)を配合し，塩害抵抗性を向上させる方法などが挙

げられる．BFS を配合することにより緻密になることで遮塩性能が向上や，塩化物イオンの固定化性能が向上する

ことが確認されている 1)．また，BFS の粉末度や置換率が高くなるほど遮塩性能および固定化性能が向上すること

も確認されている 2)．本研究では，蒸気養生の最高温度および保持時間の違いが遮塩性能および固定化性能に及ぼ

す影響について検証した． 
２．実験概要 
２．1使用材料 
表-1，表-2に使用材料及び配合条件をそれぞれ示す．本研

究では高炉セメント B 種を模擬し，置換率を 45%とした．

BFS の粉末度は 3090cm2/g，4350cm2/g，6490cm2/g の 3 水準

を使用した．また表-2，表-3より，BFS は SO3 を有していな

い．そのため，BFS 添加した水準は普通ポルトランドセメン

トに含まれる SO3 量と同様になるように無水石膏を添加し

た． 
２.２養生条件 
 図-1 に蒸気養生条件を示す．高温度の違いを確認するた

めに湿度 65%RH，蒸気養生温度は 45，65℃の 2 水準とした．

また，蒸気養生の最高温度保持時間の比較のため保持時間は

2.0，4.0 時間の 2 水準とした．脱型は練上がり 24 時間後に行

い，気温 20℃の環境下で 28 日間気中養生を行った． 

２.３試験項目 

２.３.１遮塩性能 

遮塩性能の評価を目的として，モルタル供試体の実効拡散

係数を算出した．実効拡散係数の算出方法は土木学会基準

JSCE-G571-2003 に準拠し，電気泳動試験を行い算出した． 
２.３.２固定化性能 
固定化性能の評価を目的として，フリーデル氏塩の生成量

を X 線回折法により評価した．供試体は，乾式粉砕したセメ

ントペーストを 5.0%濃度の NaCl 水溶液に 28 日間浸漬させ

た．浸漬後， 35℃の環境下でアセトンに浸漬し乾燥させた

後，X 線回折を行い，生成量を定量した． 
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表-1 使用材料 

種類 密度(g/cm3) 
普通ポルトランドセメント 3.16 

高炉スラグ微粉末 
2.90 規格値 3000 4000 6000 

粉末度(cm2/g) 3090 4350 6490 
川砂 

神奈川県山北産 
(吸水率：0.46%) 

2.69 

無水石膏 2.91 
 

表-2 配合条件 

水準 
単位質量重量(kg/m3) 

W C BFS S AG 

無添加 288 639 - 1278 - 

BFS 添加 285 349 285 1268 12.2 

 

表-3 各材料に含まれる SO3量 
 SO3 含有量(%) 

C  2.41 
BFS  0.0 
AG 56.6 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
図-1 蒸気養生条件 
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３．試験結果及び考察 

３.1養生温度と塩害抵抗性の関係 

図-2，図-3に養生温度と遮塩性能の関係および養生温度

と塩化物イオンの固定化量の関係をそれぞれ示す．図-2よ

り，BFS の粉末度が高くなるほど実効拡散係数が抑制し遮

塩性能が向上したことが確認された．また，養生温度が高

くなるほど実効拡散係数が上昇し，遮塩性能が低下したこ

とが確認された．これは，養生温度の上昇により供試体内

部の空隙量が増加し，遮塩性能の低下に繋がったと考えら

れる．図-3より，BFS を置換したことでフリーデル氏塩量

が増加し，固定化性能が向上したことが確認された．また，

粉末度が高くなるほどフリーデル氏塩量も増加したことが

確認された．一方，養生温度が高くなるほどフリーデル氏

塩量が減少し，固定化性能が低下したことが確認された．

養生温度が高くなるほど実効拡散係数の上昇し遮塩性能が

低下したことが裏付けられた． 

３.２最高温度保持時間と塩害抵抗性の関係 

図-4，図-5に蒸気養生の最高温度保持時間と遮塩性能の

関係および蒸気養生の最高温度保持時間と固定化量の関係

をそれぞれ示す．図-4，図-5より，どの粉末度においても

保持時間の違いによるフリーデル氏塩量に差は確認されな

かった．これは，保持時間 2 時間と 4 時間の比較では，供

試体内部の細孔構造や空隙量に大きな変化がなかったため

と推察される． 

４．まとめ 

 本研究の範囲において以下の知見を得た． 

1) 蒸気養生温度が高くなるほど遮塩性能および固定化性

能は低下する． 

2) 最高温度保持時間は遮塩性能と固定化性能に及ぼす影 

響は軽微である． 

3) BFS の粉末度が高くなるほど実効拡散係数が抑制さ

れ，遮塩性能のみならず固定化性能も向上する． 
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図-2 養生温度と遮塩性能の関係 

図-4 蒸気養生の最高温度保持時間と 

遮塩性能の関係 

図-3 養生温度と固定化性能の関係 

図-5 蒸気養生の最高温度保持時間と 

固定化性能の関係 
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